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C-N カップリング反応を用いて H2-HAA 及び HAA の合成を目指した。また、アルキルアミノピラジ
ンを前駆体とすることで、9,10-ジアルキル H2-HAAの合成を検討した。その結果、H2-HAA誘導体で
ある Et2-HAA の合成に成功した。Et2-HAA は蛍光性があることを確認した。更にトリフルオロメチ
ルフェニル基や 4-t-ブチルフェニル基、ベンジルアミノ基を有するブロモアミノピラジンを合成して
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